
第
一
五
九
回

全席指定 3,700円(税込)

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
三
日(

金)

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

十
七
時
四
五
分
開
場
　
十
八
時
三
〇
分
開
演

主催：江戸川区 / 江戸川区総合文化センター指定管理者サントリーパブリシティサービスグループ

プレイガイド 9月8日 (日 )

     
 10:00～ 10:00～

t.pia.jp / Pコード [528−539]
l-tike.com /  Lコード [31767]
eplus.jp

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※車椅子席・同伴者席は、江戸川区総合文化センター窓口、電話のみの販売です。

発売初日の窓口での販売は行いません。(先行発売日・一般発売日とも)

江戸川区総合文化センター
〒132-0021東京都江戸川区中央4-14-1
TEL 03-3652-1106 （9:00～21:30）
edogawa-bunkacenter.jp

サポーターズ・クラブ先行発売 9月1日 (日 ) / 一般発売 9月8日 (日 ) バリアフリーサービス

チケットのお申込み /お問合せ

10:00～ 【電話】  03-3652-1106【ホームページ】edogawa-bunkacenter.jp

柳
家
三
三

桃
月
庵
白
酒

林
家
き
く
麿

春
風
亭
一
花

江戸川区総合文化センターでは、皆さまに安心して施設をご利用いただ
けるよう、様々な取り組みを行っております。
詳しくは窓口までお気軽にお問合せください。
●身障者用駐車場 ●車椅子貸し出し ●車椅子席・同伴者席の設置など



入
会
金

年
会
費

無   

料

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

友
の
会

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ

◎
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
主
催
公
演
や
共
催

公
演（※

一
部
公
演
を
の
ぞ
く
）の
チ
ケ
ッ
ト
を
一
般

発
売
に
先
駆
け
て
優
先
的
に
ご
予
約
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
主
催
公
演
情
報
送
付
サ
ー
ビ
ス

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
「
主
催
公
演
チ
ラ

シ
」、
な
ら
び
に
情
報
紙
「
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
」
を
ご
希

望
の
方
に
送
付
い
た
し
ま
す
。（
一
年
間
有
効
）

送
料…

一
年
間
一
〇
〇
〇
円（
税
込
）

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
窓
口
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

と
は
？

桃
月
庵 

白
酒

と
う
げ
つ
あ
ん 

は
く
し
ゅ

一
九
九
二
年
　
五
街
道
雲
助
に
入
門
。
前
座
名
「
は
た
ご
」

一
九
九
五
年
　
二
ツ
目
昇
進
。「
喜
助
」
と
改
名

二
〇
〇
五
年
　
真
打
昇
進
。
三
代
目
「
桃
月
庵
白
酒
」
を
襲
名

林
家
彦
六
賞

国
立
演
芸
場
花
形
演
芸
大
賞
「
大
賞
」

文
化
庁
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
（
大
衆
芸
能
部
門
）　
な
ど
受
賞

柳
家 

三
三

や
な
ぎ
や 

さ
ん
ざ

一
九
九
三
年
　
柳
家
小
三
治
に
入
門
。
前
座
名
「
小
多
け
」

一
九
九
六
年
　
二
ツ
目
昇
進
。「
三
三
」
と
改
名

二
〇
〇
六
年
　
真
打
昇
進

に
っ
か
ん
飛
切
落
語
会 

若
手
落
語
家
大
賞

国
立
演
芸
場
花
形
演
芸
大
賞
「
大
賞
」

文
化
庁
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
（
大
衆
芸
能
部
門
）　
な
ど
受
賞

林
家 

き
く
麿

は
や
し
や 

き
く
ま
ろ

一
九
九
六
年
　
林
家
木
久
蔵
（
現
・
林
家
木
久
扇
）
に
入
門
。
前
座
名
「
十
八
」

二
〇
〇
〇
年
　
二
ツ
目
昇
進
。「
き
く
麿
」
と
改
名

二
〇
一
〇
年
　
真
打
昇
進
。

北
九
州
市
民
文
化
奨
励
賞
受
賞

北
九
州
市
文
化
大
使
就
任

春
風
亭 
一
花

し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い 

い
ち
は
な

二
〇
一
三
年
　
春
風
亭
一
朝
に
入
門
。
前
座
名
「
一
花
」

二
〇
一
八
年
　
二
ツ
目
昇
進
。

さ
が
み
は
ら
若
手
落
語
家
選
手
権
優
勝

N
H
K
新
人
落
語
大
賞
本
選
出
場

寄
席
で
流
れ
て
い
る
、
三
味
線
に
鉦
、
太
鼓
等
が
加
わ
っ
た
賑
や
か
な
音
楽
を

寄
席
囃
子
と
呼
び
ま
す
。

出
演
者
が
舞
台
（
高
座
）
に
上
が
る
と
き
に
流
れ
る
三
味
線
音
楽
は
「
出
囃
子
」、

曲
芸
や
奇
術
、
紙
切
り
な
ど
を
演
じ
る
時
の
伴
奏
を
「
地
囃
子
」
と
い
い
ま
す
。

演
奏
者
（
お
囃
子
さ
ん
）
は
、時
に
は
即
興
で
弾
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

演
奏
技
術
に
加
え
、
豊
富
な
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

江
戸
川
落
語
会
で
三
味
線
を
演
奏
し
て
く
れ
る
の
は
「
太
田
そ
の
」
さ
ん
で
す
。

出
演
者
と
落
語
会
を
支
え
て
く
れ
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

今
日
も
「
そ
の
さ
ん
」
の
出
囃
子
で
幕
が
上
が
り
ま
す
！

「
寄
席
囃
子
」

ミニ

江戸川落語会 よもやま版 　
江
戸
川
落
語
会
は
、
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
開
館
当
初
よ
り
約
四
〇
年
に
亘
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
る
落
語
会
で
す
。
江
戸
川
区
平
井
で
育
っ

た
八
代
目
橘
家
圓
藏
の
協
力
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
旬
で
一
流
の
落
語
家
を
ご
近

所
で
楽
し
め
る
こ
と
。
そ
の
華
や
か
な
顔
ぶ
れ
は

地
元
住
民
に
大
変
喜
ば
れ
、
そ
の
評
判
を
聞
い
た

落
語
フ
ァ
ン
が
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
四
〇
年
た
っ
て
も
江
戸
川
落
語
会
が
昔
と
変
わ

ら
ず
、
庶
民
的
で
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
会
な
の
は

八
代
目
圓
藏
の
明
る
く
気
さ
く
な
人
柄
に
よ
る

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
年
に
四
回
の
江
戸
川
落
語
会 

（
三
月
・
六
月
・

九
月
・
十
二
月
）、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。


